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❶学生発表（霞ヶ浦北小学校 6 年生）❷学生発

表（霞ヶ浦南小学校 4 年生）❸開会宣言の様子❹

基調講演の様子❺学生発表（下稲吉中学校郷土

科学部）❻霞ヶ浦で採れるわかさぎなどを使った

料理の試食会❼七色帆引き船❽事例発表の様

子❾会場の様子❿パネルディスカッションの様子

第17回世界湖沼会議 -いばらき霞ヶ浦2018‐

9月16日、 農村環境改善センターを会場に第17回世界湖沼会議サテライトかすみがうら「帆引き船講演会＆帆引き船シンポジウ

ム『帆引き船と霞ヶ浦の魚食文化』」を開催しました。

サテライトかすみがうらは、 「霞ヶ浦の豊かな生態系と共存するかすみがうら」をテーマに「食」と「文化」にスポットを当て、 霞ヶ浦の資

源と人との共存に向け議論してきました。

今回のシンポジウムでは、 市内の小中学生による学生発表、 筑波学院大学教授古家晴美氏による基調講演、 県内外の水産業従

事者や行政、フードコーディネーターによる事例発表やパネルディスカッションが行われ、霞ヶ浦の水産資源の重要性とその活用に向け、

話し合われました。

また、 霞ヶ浦で採れるワカサギなどを使った料理の試食会が行われ、 来場者からは「ワカサギが柔らかくておいしい」などといった声

も聞こえ、 霞ヶ浦の恵みを実感した方が多かったと思います。

今回のシンポジウムを通して、 霞ヶ浦と人とが共生関係を築いていくには何が必要なのか、 霞ヶ浦の豊かな資源をどのように未来

に残していくべきか、 来場者の方々が改めて考える機会となったことでしょう。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問　生活環境課（霞ヶ浦庁舎）

帆引き船講演会＆帆引き船シンポジウム
「帆引き船と霞ヶ浦の魚食文化」
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▼投稿作品（俳句・短歌・川柳）を募集しています。 11月1日木までに情報広報課（〒300-0192　大和田562番地）へお願いします。

なお、 応募多数な場合には掲載されない場合がありますのでご了承ください。
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